
ゲノム編集の農水畜産物の品種改良での利用�
　�



  Sawai et al., The Plant Cell, 2014	





宮本達雄（「ゲノム編集入門」より）�

ゲノム編集によるHIVの治療法�



ゲノム編集を利用して改変した免疫細胞を使って白血病を
治療（英国グレート・オーモンド・ストリート病院）�

https://www.statnews.com/2015/11/05/doctors-report-first-use-
gene-editing-technology-patient/	



ゲノム編集の再生医療での可能性�

ゲノム編集の基本原理と応用（山本卓著、裳華房、２０１８）	



Nature,  March 26, 2015�



ヒト遺伝子編集サミット（2015年12月, ワシントンDC）�

http://nationalacademies.org/gene-editing/Gene-Edit-Summit/	



ヒト受精卵・受精胚	

子宮へ戻し誕生させることは現時 
点では無責任	

生殖補助医療や疾患研究目的で 
認められる方針（日本では指針を 
作成中）	

【基礎研究】	

【臨床研究】	

ヒト受精卵を使った研究における基本的な考え方(2015年~) 
	

倫理的な問題と技術的な問題を解決しなければ臨床利用をすべきでない	



ゲノム編集の基本原理と応用（山本卓著、裳華房、２０１８）	

2018年 12月　　第２回国際ゲノム編集サミット（香港）	

ヒト受精卵・受精胚でのゲノム編集の基礎研究	



ゲノム編集技術の問題点�

２）モザイク性	

ゲノム編集の基本原理と応用（山本卓著、裳華房、２０１８）	

1) オフターゲット作用 
	 標的配列とは異なる位置に変異が 

導入される作用	



ゲノム編集技術の問題点�

２）モザイク性	

ゲノム編集の基本原理と応用（山本卓著、裳華房、２０１８）	

2) モザイク性	 異なる変異が同一個体に混在する現象	




